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●頭を守ることができるものはある
　かな？
●ものが落ちてくる・たおれてくる・
　動いてくるところはあるかな？

頭や顔に落下物などが当らないように守ります。

低いしせいになり、まわりの
様子を見る。

近くにつくえが
ないときは・・・（例）

れ い

らっかぶつ

まも

お

うご

まも

大きな地震が起きると、つくえがたおれたり、
動いたりしてしまう。頭を守るために…

つくえのぼうを、
足ではさんで
おさえよう

つくえの足を、
両手で強くにぎって
おさえよう
まわりのようすも、
確認しよう

小学生・中学生用「地震が起きると、机（つくえ）は、どれくらいゆれるの？（地震体験車）」
（浜松市）1分14秒

小学生用「机（つくえ）で頭を守ろう！（地震体験車）
（浜松市）50秒

https://www.youtube-nocookie.com/embed/BwXYMgqe9Ks?si=3pNgt1HBL9uK0FbR&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/I-o3x1Ig6BU?si=UyNejVfFbWVBrOqi&rel=0


おさない はしらない しゃべらない もどらない



小学生・中学生用「階段（かいだん）にいるときに地震が起き
たら、どうすればいいの？」（浜松市）41秒

小学生・中学生用「廊下（ろうか）にいるときに地震が起き
たら、どうすればいいの？」（浜松市）58秒

https://www.youtube-nocookie.com/embed/2FyJpsA8TN4?si=GBbx13vUEwHVoQVA&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/Yok77R32i54?si=FtGEUQMWhMy-BU9x&rel=0




こ
の
話
を
読
ん
で
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
か
。



この話を読んで、あなたはどんなことを感じたり、考えたりしましたか。



「津波から命を守るには？」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180165_00000




「集中豪雨から身を守ろう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「土砂災害から命を守ろう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180186_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180225_00000


「河川の氾濫に備えよう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「自分の町を知って台風に備えよう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180226_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180159_00000




自分にできることは、どんなことですか。
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4年生 相手の立場に立って 思いやり、親切

「おばあさんのやさしさ」
だい しんさい

平成23年3月1 1日午後2時46分、ぼくたちの住んでいる町は大震災におそわれた。さっ
いっぺん

きまでついていた電気もガスもすべてが止まり、当たり前だった生活が 一変した。
おおじ しん じゅんび

ぐらぐらという大きなゆれとともに、大地震はやって来た。帰りの準備をしていたぼくたち

は、とつぜんのゆれに大きな声をあげた。先生の、
つくえ

「机の下にもぐりなさい。」
つくえ よしん つづ つくえ あし

という声で、みんなはいっせいに机の下にひなんした。余震が長く続く中、ぼくは机の脚にし
ま つづ

がみつきながら、お母さんが来るのをひっしに待ち続けた。
せんだい えき

お母さんがむかえに来たのは、すっかり暗くなってからだった。雪が降る中、仙台駅の会
ち かてつ むちゅう

社から歩いてきたという。電車も地下鉄も止まってしまい、ただただ夢中で歩いてきたそうだ。

お母さんの顔を見た時、ぼくはなみだがいっぱいこぼれてきた。
たいいくかん もう ふ

その夜は、ぼくたちは学校の体育館にひなんした。毛布がなく、ダンボールをゆかにして
よしん お ふあん なんど

過ごした。うとうととしていても、余震が起きるたび、不安 がおそってきて、ぼくは何度も目

を覚ましてしまった。
さむ なか

「お母さん、寒いよ。それにお腹もすいた。」
こま かお

ぼくは、半泣きになってお母さんに言った。お母さんは困った顔をして、

「みんな同じなの、がまんしなさい。」

と答えた。ぼくはなみだが止まらなくなった。

すると、となりにいた知らないおばあさんが、自分の着ていた服を一枚ぬいで、ぼくの足も

とにかけてくれた。そして、ぼくの頭をなでながら、
さむ

「まだこんなに小さいんだもんねえ、寒くてねむれないよね。」
ことわ

と言った。お母さんは断ろうとしたが、おばあさんは、

「わたしはいっぱい着こんでいるからいいの、いいの。」
わら あたた ねむ

と笑って答えた。足もとがほんのり温かくなると、ぼくは少し安心して眠ることができた。
れい

次の日、ぼくとお母さんは、おばあさんにお礼を言うと、家に帰った。ぼくの家ではガス
つか しる ぐ かんたん しる

が使えたので、お母さんがみそ汁を作ってくれた。具はわかめだけの簡単なみそ汁だったけど、
あたた

冷えた体が温まった。
あたま きのう

その時、ふっと頭に昨日のおばあさんの顔がうかんだ。
たいいくかん しる も

「お母さん、あのおばあさん、まだ体育館にいるかな。ぼく、みそ汁を持っていきたい。」
じゅん び

ぼくが言うと、お母さんは小さいポットと紙コップを準備してくれた。

L 考える J 
たいいくかん なんど ねが

ぼくは体育館まで走った。心の中で（おばあさんに会えますように。）と何度もお願いした。
たいいくかん きのう ばしょ さむ

体育館に入ると、昨日と同じ場所におばあさんがすわっていた。寒そうに体を丸めていたお
えがお

ばあさんは、ぼくを見ると、笑顔で手をふってくれた。
きのう しる

「昨日はありがとうございます。おみそ汁を持ってきたので、飲んで ください。」

ぼくが言うと、おばあさんはびっくりした顔をしていたが、またすぐにやさしい顔になり、

「わざわざとどけてくれたの？ありがとう。」
しる

と言った。そして、紙コップでみそ汁をおいしそうに

飲んで くれた。
しる あたた

「おいしいおみそ汁だね。体が温まったよ。」
りょうて

おばあさんは、両手を合わせてぼくに言った。

「また来ます。」
さむ あたた

ぼくは家まで走った。外は寒かったけれど、心はぽかぽか温かくなった。

（明日は何をとどけようかな。）
「はなむら花群」平成25年2月仙台市小学校教育研究会道徳研究部会編

心がぽかぽかになるために、あなたができそうなことはありますか？

25 




